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１．プログラムの概要 

大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形成支援では、大学から生まれる優れた技術

シーズの実用化やアントレプレナーシップを有する人材の育成を強力に支援し、コロナ後の社会変革や社

会課題解決に繋がる社会的インパクトの大きいスタートアップが持続的に創出される体制を構築すること

を目的とし、スタートアップ・エコシステム拠点都市において中核となる大学・機関に対し、アントレプレナー

シップを有する人材の育成とスタートアップ創出に一体的に取り組むための活動に必要となる支援を行

う。 

 

２．事後評価の目的 

本評価では持続的な起業活動支援の実施状況および成果等を明らかにし、今後の成果の展開および

プログラム運営の改善に資することを目的とする。 

 

３．事後評価の概要 

（１）評価者 

大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形成支援委員会 

 

（２）評価方法 

報告書の査読及び面接（プレゼンテーションによるヒアリング・質疑応答） 

 

（３）評価の観点 

プログラム実施項目である以下①～④について、それぞれ「ビジョン・目標への進捗」「取組内容」「課

題分析と今後の対応方針」の観点で評価した。 

 

① 全体（総合） 

② アントレプレナーシップ人材育成プログラムの開発・運営等 

③ 起業環境の整備 

④ 拠点都市のエコシステムの形成・発展 
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４．総合評価のランクと基準 

総合評価のランクと基準は、以下の通り。 

 

総合評

価 

ランク 
基 準 

S 特に優れた成果があり、支援終了後も継続的な成果の創出が特に期待できる。 

A 十分な成果があり、支援終了後も継続的な成果の創出が期待できる。 

B 
一部不足があるが、概ね一定の成果があり、今後の改善努力により継続的な成果の創出

が期待できる。 

C 成果が不十分であり、今後の継続的な成果の創出には相当の改善努力が必要である。 

 

※「成果」とは、本支援によって開発されたアントレプレナーシップ人材教育プログラムやプログラムの受

講を経て育成された人材、および整備された起業環境、形成されたエコシステムを指す 

 

５．事後評価結果 

 5-1 Greater Tokyo Innovation Ecosystem（GTIE）  ・・・・・4頁 

 5-2 Tokai Network for Global Leading Innovation（Tongali） ・・・・・6頁 

 5-3 京阪神スタートアップ アカデミア・コアリション(KSAC)  ・・・・・7頁 

 

  



 - 4 - 

５－１ Greater Tokyo Innovation Ecosystem（GTIE）プラットフォーム 

 

プラットフォーム名 Greater Tokyo Innovation Ecosystem（GTIE） 

主幹機関 

東京大学 

【総括責任者】染谷 隆夫 

【プログラム代表者】和泉 潔 

早稲田大学 

【総括責任者】若尾 真治 

【プログラム代表者】石井 裕之 

東京科学大学 

【総括責任者】波多野 睦子 

【プログラム代表者】辻本 将晴 

共同機関 

筑波大学、千葉大学、ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャ

パン（LINK-J）、東京農工大学、お茶の水女子大学、神奈川県立保健福祉

大学、CIC Japan Innovation Services 合同会社、渋谷スクランブルスクエ

ア株式会社（SHIBUYA QWS）、横浜国立大学、横浜市立大学、慶應義塾

大学、東京都立大学、芝浦工業大学  

評価対象の活動期間 ２０２１年 １１月 ８日～２０２５年 ８月３１日 

 

１．活動概要 （GTIEの実施報告書より引用） 

GTIEは、 「世界を変える大学発スタートアップを育てる」という GTIEビジョンの下、「スタートアップ・エ

コシステム 東京コンソーシアム」に参画する、大学と地方公共団体、イノベーションを様々な形で支援す

る民間機関とが連携して、「アントレプレナーシップ人材育成プログラム」の開発・運営を行う。 

対象となるアントレプレナーシップ人材育成プログラムは、Edge-NEXT採択実績を有する東京大学、早

稲田大学による GTIE関係者向けプログラムの継続的な提供を行うとともに、本プログラム実施中は、す

べての GTIE参画大学学生を対象とした GTIE SEP（GTIE Students Entrepreneurship Program）などの新

たな取り組みを開始した。 

 また、2023年度補正、2024年度からは本予算で実施する EDGE-PRIME Initiativeでは、大学の枠を

超え、中高生や中高の教員も巻き込んだアントレプレナーシップ人材育成プログラムの実施により、共同

機関を含めた先駆的な教育の取り組みと合わせ、より多くの GTIE参画機関がアントレプレナーシップ人

材育成プログラムを実施することとなった。GTIE参画者による試行錯誤の共有、FD プログラムの実施、

「拠点都市のエコシステムの形成・発展（GTIEや東京コンソーシアムの参画機関のネットワークを相互接

続し、海外ベンチャーキャピタルやアクセラレーターを含めた協業・イベントなどを積極的に進めた）」等に

係るプログラムの実施により、GTIEはより大きく開かれたエコシステムを実現する。  

 

２．評価結果 

総合評価：B 

 

３. 総合評価結果 
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アントレプレナーシップ人材育成について、受講者の裾野拡大に成功しており、参画機関間の連携によ

る統合的進展も認められる。また、大学生・大学院生・中高生・教員を含む多層的展開は、国内の他プラ

ットフォームにはない特徴で、特に筑波大学・千葉大学・芝浦工業大学等拠点機関を含めた教育の地域

展開モデルは好事例と考えられる。 

 一方で、ネットワークが広がり、個々の機関の取組は優れているが、プラットフォームとしての共通・共有

の一貫した取組み、強みや連携が見えにくい印象であり、GTIEならではの特徴や強み、比較優位性をよ

り明確にすることを強く期待する。支援終了後の取組の自立化に向けては、外部資金の獲得の検討や本

支援期間中に構築した教育プログラムやシステムの共通化をプラットフォーム内で進めて欲しい。また、ア

ントレプレナーシップ教育プログラムの実施効果の検証は、成果の把握や今後の継続的なプログラムの

実施・改善において極めて重要であるため、早期に実施することを求めたい。  
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５－２ Tokai Network for Global Leading Innovation（Tongali）プラットフォーム 

 

プラットフォーム名 Tokai Network for Global Leading Innovation（Tongali） 

主幹機関 

名古屋大学 

【総括責任者】 松尾 清一 

【プログラム代表者】 佐宗 章弘 

共同機関 

豊橋技術科学大学、名古屋工業大学、岐阜大学、三重大学、名城大学、中京

大学、藤田医科大学、名古屋市立大学、岐阜薬科大学、愛知県立芸術大学、

椙山女学園大学、光産業創成大学院大学、愛知県立大学 、静岡大学、浜松

医科大学、南山大学、豊田工業大学、金城学院大学、中部大学、静岡理工科

大学、静岡県立大学、名古屋外国語大学 

評価対象の活動期間 ２０２１年 １１月 ８日～２０２５年 ８月３１日 

 

１．活動概要 （Tongaliの実施報告書より引用） 

Tongali-PF（以下 本 PF」）は、東海地域におけるアントレプレナーシップ教育と起業支援を推進し、設

定した KPIを大きく上回る成果を挙げつつある。 

 PFに参画する機関は 29大学・機関に拡大し、複数の大学ではアントレプレナーシップ教育を必修化し

た。また PF全体での受講者数も、2024年度に年間 9,126名となり、事業開始前の 2倍を超える規模に

達している。さらに、2023年度からは小中高生向けプログラムを本格化し、2年間でのべ約 1.2万人に提

供するなど、幅広い層に教育を展開する体制を整えた。こうした取り組みにより、教育を受けるだけでなく

実際に行動へと踏み出す学生が増えつつあり、そうした学生を支援するための環境整備も着実に進展し

ている。 

 起業支援においては、Gap ファンドプログラムと PF独自の支援策を併用した結果、累計 210件超のエン

トリーがあり、そのうち採択チームの 10件が既に起業へとつながっている。また、Demo Dayの開催やシ

ーズ集の作成など、研究成果の可視化と発信にも注力し、地域のスタートアップ・エコシステム形成に大き

く寄与している。 

 

２．評価結果 

総合評価：S 

 

３. 総合評価結果 

29 大学・機関によるコンソーシアムを形成し、マインドセット・スキルセット・起業化という 3 段階の教育

体系を確立させ、うち 11 大学では全学レベルで必修化した点は高く評価できる。また、複数の指標を設

定し、アントレプレナーシップ教育プログラムの定量的な効果検証を行っている点も素晴らしい。 

エコシステム形成において、東海地域のステークホルダーを巻き込むとともに、外部資金の獲得も着

実に実行してきており、プラットフォームの自立化に向けた取り組みが進められている。今後はプラットフ

ォームの維持・発展に向けて、外部資金の獲得やプログラム開発等、共同機関でも自立的運営が進む

ように、中小規模大学や自治体との連携を通じた分散型のエコシステム構築が求められる。 
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５－３ 京阪神スタートアップアカデミア・コアリションプラットフォーム 

 

プラットフォーム名 京阪神スタートアップアカデミア・コアリション 

主幹機関 

京都大学 

【総括責任者】 澤田 拓子 

【プログラム代表者】 室田 浩司 

共同機関 

大阪大学、神戸大学、大阪公立大学、大阪工業大学、関西大学、近畿大

学、京都工芸繊維大学、京都府立大学、立命館大学、同志社大学、龍谷

大学、京都先端科学大学、奈良先端科学技術大学院大学、兵庫県立大

学、関西学院大学、甲南大学、大阪産業局 

評価対象の活動期間 ２０２１年 １１月 ８日～２０２５年 ８月３１日 

 

１．活動概要 （KSAC の実施報告書より引用） 

「90社以上の大学発スタートアップ創出」をはじめとする KPIを掲げ、起業活動支援プログラム（GAPフ

ァンド）、アントレプレナーシップ人材育成プログラム・起業環境整備・エコシステム形成活動を統合的に進

めることで、「大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム」が目指すビジョンの実現に貢献することを目的とし

ている。また、プラットフォーム共通のエコシステム機能を開発し、普及させ、本拠点都市で実施されてい

る他の事業などとの有機的な連携を図ることで、「連続的な大学発スタートアップの創出」と「アントレプレ

ナーシップ人材の裾野の拡大」を目指し、大学をはじめとする各参画機関の特徴を生かしたシナジーが最

大限発揮できる国際的なスタートアップ創業環境を構築すべく、各種施策を展開している。 

２．評価結果 

総合評価：A 

 

３. 総合評価結果 

受講者数が目標を上回っており、KPI として掲げた起業家育成数・大学発ベンチャー数・共同研究件数

はいずれも目標に近い水準に到達している。プラットフォーム内の各参画機関が様々な人材育成プログラ

ムの開発を行っているだけでなく、学生が受講できるプラットフォーム内の授業やイベントを発信するポー

タルサイトである DOON!や DOON! Jr.の整備および受講者のネットワーク形成、および多彩な教育プログ

ラムを実践している点を高く評価する。 

 一方で、本事業の支援終了後のプラットフォームの自立化に向けたビジョン・目標の中長期的ロード

マップをより明確にしていくことが必要と考える。また、アントレプレナーシップ教育プログラムの実施効果

の検証は、成果の把握や今後の継続的なプログラムの実施・改善において極めて重要であるため、早期

に実施することを求めたい。 

 


